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事業参加者の多くはコロナ禍で出生している方であり、地域での繋がりや保護者同士の繋がりがない方が多かった
が、事業参加を通して保護者同士の繋がりや子育て支援課との繋がりができた。また、参加者には地域の社会資源
や地域の支援者等の情報を周知することで区役所ひろばやみんなの子育てひろば、こども館などの地域の遊び場
の利用促進や子育てアドバイザー等の地域の支援者の認知度アップに繋がった。今年度新たに地域の大学が子育
て支援地域ネットワーク会議に参画となった。また、大型商業施設と地域の大学と連携し、子育て応援イベントを実
施した。今後も孤立化予防及び虐待の未然防止となるような事業継続が必要と考える。

今後の方向性（課題、改善提案等）

〇

⑤自立発展性

②協働の視点

以前「赤ちゃんあつまれ‼」「大人ママあつまれ‼」「趣
味Club」は電話で予約受付をしていたが、電子申請
システムでの予約受付を開始したことにより、時間
外や休日にも予約やキャンセルができるようになっ
た。また、定員に達すると自動的に予約ができなく
なり、予約状況を見える化することもできた。情報発
信においては、子育て応援アプリを中心に即時性の
高いものを活用している。

次年度も変化していく子育て世帯のニーズを捉え、より多くの子育て世帯に参加してもらえるようなテーマや内容を検討しながら、継続的に参加できる事業を展開していく。また、
子育て世帯が他の子育て世帯・地域の支援者・子育て支援情報と繋がることのできるような事業を展開していく。

地域の子育て支援活動団体や保護者支援の視点
を持った講師を招き、ともに子育て親子が育児に
前向きに取り組めるようなイベントや講座を企画し
ている。今年度は美原区で活動されている自身も
ママである講師や地域企業にも講師依頼をした。
大型商業施設や地域の大学とも連携し、イベント
を実施した。

232人

④効率性

225人 398人

③インパクト

408人

95% 90%

R3

〇

参加者数（延べ大人）

参加者数（延べ子ども）

事業参加者の満足度
(とてもよかった)

地域の子育て家庭が交流し、保護者同士が繋がる場となり、
子育て家庭の孤立化を防ぐことで、虐待の予防となる。
地域の子育て家庭が子育てに関する知識や情報を取得する
ことで、育児不安の軽減となる。
地域の子育て家庭が地域の子育て資源や子育て支援サービ
スの情報を取得することで、子育て資源や子育てサービスの
利用促進となる。

R5

総合評価

コロナ禍を経て妊娠出産されているためか、保
護者同士がつながり、子育てサークルをつくるに
までは至らなかったが、保護者同士で交流され
繋がられている様子は見られた。

①妥当性

〇

子どもや保護者の年齢に着目したピアサポート事業
に加え、保護者の趣味に着目した「趣味Club」を実
施したことでこれまで事業に参加のなかった子育て
家庭の参加に繋がった。大型商業施設での地域の
大学と連携した子育て応援イベントでは、本イベント
が目的でない子育て家庭にも子育て支援情報をPR
することができた。また、地域の各ひろばやこども館
へのアウトリーチ型の相談・講座を行い、区民にとっ
てより身近に参加しやすい支援サービスを実施でき
た。

△

美原区ビジョンの基本理念である「誰一人取り残
さない決意」を実現させるため、子どもの月齢に
着目した「赤ちゃんあつまれ‼」、保護者の年齢に
着目した「大人ママあつまれ‼」に加え、新たな子
育て世帯との繋がりを創出するため、保護者の
趣味に着目した「趣味Ｃｌｕｂ」を実施した。

〇

〇

美原区　区域まちづくり事業　効果検証シート

事業名称 実施主体

美原区子育てキラキラプロジェクト事業

事業効果

美原区ビジョンの基本理念である、誰一人取り残さない決意
を実現し、孤立化予防及び虐待の未然防止に努める。子ど
もたちが安心・安全に暮らせるために、地域全体で子育てを
支援し、子育て環境を整え、美原区の子ども・保護者・子育
て支援者がキラキラと輝く子育てのまち美原をめざす。

活動指標

美原区役所子育て支援課

事業目的 R4


